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自動振替による会費納入のお願い

会員各位

庶務幹事(会員担当) や11谷充イトド

これまでも何度かお知らせしておりますが， 金融機関(銀行，信用金庫または郵便局)仁l座からの自動J振替による会民納入が

可能となりました。会員管理事務の効率化と経費削減につながりますので，ぜひ自動振替による会費納入をご検討いただきます

よう宜しくお闘い斗ヨし上げます。なお， ]~]動振替の促進のため， 引き沼とし手数料(税別 1 55 円)は当而の1mは学会の負担とさ

せていただきます。また，20081，;]三度会費納入からは，自動振替をご利用の会員全員に領収書を発行させていただいております(送

付は 12月末の引き落と し後)。事務手続き上，外国会員につきましては従来週りクレジットカー ドによる，また学生会員につき

ましては郵便振替による振込みのみとさせていただきますので，悪しからずご了承ください。こ守不明の点等があ りましたら，下

記事務局までご連絡いただきますよう，よろしくお願いElolし上げます。

{金融機関自動振替をご希望の方(普通会員・団体会員 ・賛助会員対象)1 
平柄杭和[日:1文誌 「謀謀i類J53巻 2号に同土封オし ました預金口座j振辰間f替安針4依衣制1頼翼書書rtにこ必必、弘

垂瑚郵]1使局の場合は lケ所忘忘、れずず、捺印して |下マさ しい当サ)金閥融!機関へこごごや、提出下さい。依頼書をお持ちでない方は下記の連絡先までご請求願

います。自動振替は 2009年度分からの適用となりますが，2008年度およびそれ以前の会費未納分につきましても，下記事務局

までご連絡し当ただけれは自動振替による振込みが可能です。

※こ"i:i:Jj:絞iil;j不足など‘の理由により， j辰替指定FIにご指定の口座から振替できなかった似合は，後日ご連絡いたしますので，お近くのj[QH'山

局で振込みをお願いいたします(振込み手数料をご負担下さい)。

[郵便局での振込みをご希望の方]

お近くの郵便局にて郵便振替票で振込みをお願いいたします。

従来週り ，振込み手数料をご負担下さい。

振込先.口座番号 01640-8-2747 

jJlJ入者名 日本藻類学会

【お申込み ・お問い合わせ先]

干 917-0003 福升二県小浜市学園|町トl

福井県立大学ネql谷充伸宛

T巴1& Fax: 0770-52-9606 

E-mail : jsp@wwwsoc.nii.ac.jp 作:I王Ir]l美}恵子
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お詫びと訂正

前号，第 55巻 3号に下記の脱落・誤植がありました。著者の皆様に大変ご迷惑をおかけしました。お詫びして訂正いたします。

166ページ右段最終行の下から 脱落部分

研究所，田辺市

和歌山県民林水産総合技術センター水産試験場増養YilliJf究所 2006.平

成 17年度養折[[水産物フ守ランド ・ニッポン旅iffi対策事業(磁焼保全型

養殖普及鍛進事業)報告書.和歌山県淡林水産総合技術センター水

産試験場増養殖研究所，田辺市.

(Received April4， 2007; Accept巴dJuly 31， 2007) 

172ページ右段最終行の下から : 脱落部分

YotslIkllra， N.， Kawai， T.， Kawashima， S.， Ebata， H. & Ichil1ll日a，

T. 2006. NlIcl巴otid巴 S巴qllenc巴sdiversity of the 5S rDNA 

spacer in the simple blad巴 g巴neraLaminaria， Cymathaere and 

KjelLmαniellα(Laminarial巴s，Phaeophyc巴a巴) frol1l north巴rn

Japan. Phycol. R巴s.54: 269-279 

229ページ右段写真の説明文冒頭: 誤 正

海産禄藻へラヤハズ → 海産緑藻へライワズタ

広辞苑のミル

本年 l月111::1， 岩波書白から「広辞苑第 6Jt反」が出版されました。1998年の第 5版から 10年ぶ

りの大改訂ということで， 23万項目の再検討と新たな 1万項目の厳選 ・収録が行われたことが宣伝さ

れ，報道もされています。しかし，その陰で動楠物の挿絵も少なからず変更されていることはあまり
よね きら

知られていないようです。第5版までは，博物画の巨匠牧野凹子吉 (1904-1983)が動植物や建築

物の大半の挿図を担当され，藻類についてもミル

など少なくとも 8点が掲載されていま した。精微な

生物画で著名な牧野画伯は，ミルを描く際，その

校ぶりを正確に表現するため植物学の専門書を当

たられ，おそらくは「分類植物事上容J (111田幸

男 ・木村有香 ・本田正次 1935)の第 163図(写

真)を参考資料として用いたもの と推察されます。

もしかするとこの標本は北大に保存されているかも

しれません。第5版をお持ちの方は，どのようにデ

フォルメされているかご覧ください。今回，第 6版

での海藻類の挿図の差し替えにあたり，私も標本

室に収蔵されているさく葉標本を参考にしてミルの

絵を描いてみましたので，ご興味のある方は是非

ご購入なさってくださ ~' o 6月30日までは，普通

版が付録付き完成記念特別定価 7875円 (税込み)

でお求めになれるとのことです。 (編)
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第 Hl ~ 凶 Codi!lm frugjlc Sr;m河 (ミル) 縮小 [Ir.!院日

山田 ・木村 ・本田著「分類他物製 上容J (1935) 124頁より
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三編集後記 前号本欄で.'1:8題した問題の答えは i8頁J (正解者無し)でした。 (編) ~ 
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